
討
論・採
決

閉
会

８月25日
(火）

９月18日
(金） 9

月
定
例
会
予
定

９月２日(水）
３日（木）
４日（金）

９月９日
(水）

９月10日
(木）

９月11日
(金）

開
会

議
案
説
明

一
般
質
問

議
案
質
疑

総
務
文
教
委
員
会

厚
生
委
員
会

建
設
産
業
委
員
会

※
日
程
は
変
更
と
な
る

　場
合
が
あ
り
ま
す
。

開
議
時
間

　午
前
10
時

委
員
長

　
　毛
利

　尚
義

副
委
員
長

　野
中

　幸
夫

委

　員

　
　柏
原

　功

　
　〃

　
　森

　耕
治

　
　〃

　
　美
濃
島 

絢
太

　
　〃

　
　石
田

　良
雄

　
　〃

　
　横
井

　敏
夫

　
　〃

　
　林

　正
彦

お聴かせください！！
広報広聴特別委員会に議会および市政に関する市民の皆さま
のご意見・ご提案などをお聴かせください。

詳しくは、市公式ウェブサイトをご覧ください。

※市の事業内容などで、回答が必要なお問い合わせについて
は、各担当課へお願いします。

表紙写真を募集します！！集募
「あま市議会だより」をさらに身近に感じていただき、親しまれる紙面となる
よう、市民の皆さまから表紙に掲載する写真を募集します。
詳しくは、市公式ウェブサイトをご覧ください。

■ケーブルテレビ「クローバーテレビ」生中継
　※デジタル111チャンネルにて放映しています。
（当日午後7時から再放送あり※再放送の日時は変更となる場合が
あります。）
■インターネット議会録画中継のページ
 （一般質問、議案質疑および最終日の採決の模様を録画配信しています。
開催日のおおむね10日後に会議の録画映像を配信しています。）
https://ama-city.stream.jfit.co.jp/

スマホ・タブレットでも議会放映を！！

発行／あま市議会 編集／広報広聴特別委員会
〒497ｰ8602 あま市七宝町沖之島深坪1番地 TEL 052ｰ444ｰ3174 FAX 052ｰ444ｰ4055

■
広
報
広
聴
特
別
委
員
会

　（委
員
は
議
席
番
号
順
）

総合防災訓練（七宝北中学校グラウンド）

P2 6月定例会のあらまし
P3 市政を問う（18議員が一般質問）
P14 議案等審議結果
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6月定例会のあらまし 5月29日から
6月22日
（25日間）

野中幸夫議員
市長就任からまだ2カ月のため、不信任決議ではな
く問責決議を出すというのは意味不明である。問責決
議を考えていたなら、今回の議案全てに反対するのが
政治家としての在り方である。
公約違反ということについても、過去の事例に倣い、
これからの問題というなら見守っていくことが大切
だと思うので、反対する。

美濃島絢太議員
公約と議会答弁の整合性を追求する姿勢は議会の
本分であるが、問責決議という手法には反論する。他
の案を含めて検討の段階であり、議案となり公約と異
なっていれば議論すればよく、時期尚早だと考える。
これまでも市長は議員の誰よりもＳＮＳでしっか
り発信をしているので、責任説明もこれからしっかり
してくれると思うので、反対する。

松下昭憲議員
私が議員になってから、時の議会が就任間もない首
長に、公約を守れるかと質問した記憶はない。また、公
約に対してこれだけ細かく、多く質問があるのは異例
である。与党だ野党だといってメンツにこだわるので
はなく、新市長をもっと温かい目で見守って、執行部
と議会が結束し、市の発展のために切磋琢磨すること
が民意に寄り添うことだと思うので、反対する。

毛利尚義議員
公約と異なる案についても検討しただけで問責決
議につながるのか。それだけで責任を追及されるなら、
ますます執行部としては今後の答弁を委縮してしま
う恐れがあると思う。
議場は建設的な議論を行う場であり、だからこそ、
検討しているということに対して責任を問うことは
なかなか難しいことだと考え、反対する。

新見尚美議員
日々の暮らしに直結する重要な施策について、市長
の選挙期間中の言葉に期待を寄せた市民は多くいた
と思う。市民が期待した内容と違いが生じた以上、そ
の経緯や考え方について丁寧な説明が必要ではない
か。
決議により市民への説明責任の重要性が再認識さ
れ、より信頼される市政につながることを願い、賛成
する。

横井敏夫議員
今回の問題は政策の是非ではなく、市長選挙で市民
の判断材料となった公約と議会での答弁には明らか
な矛盾があり、議会で説明を求めても自らの言葉で説
明責任を果たさなかったことは、行政の長としての姿
勢が問われる。
議会は市民の代表として、行政の説明責任をただす
義務があるので、賛成する

山本雄一議員
市長は元々市議であったので市の財政状況に精通
し、また、地域公共交通調査特別委員会の委員でもあ
ったので、公共交通の仕組みも十分認識していたと思
う。その上で公約を掲げており、投票行動において大
きなポイントとなったと思う。当選1カ月でそれが変
わっては、有権者の市長への信頼が大きく崩れたと思
う。
一般質問の答弁姿勢を含めて猛省を促したいので、
賛成する。

採決結果
賛成多数により、
原案のとおり可決。

問責決議案の要旨

八島市長は公約に掲げた「市営乗り合いタクシー制度」の利用料金に関し、「200円でできる」旨をインターネット
上に広く発信していたにもかかわらず、一般質問で「200円以外の金額も検討している」と答弁したことが「市民に
対する背信行為」に当たるとし、市長の政治的・道義的責任を厳しく追及し、今後の誠実な説明責任の履行と猛省を
求めることとしました。

市長から条例の改正、令和8年度一般会計補正予算など12件が提案され、全て原案のとおり可決しました。その
他、議員提出の議案1件を可決しました。
また、継続審査となっていた請願1件と、陳情1件を審議の上採択と決定しました。

八島堅志市長に対する問責決議を可決

反対討論（要旨） 賛成討論（要旨）

あま市議会だより 第65号　2026年　9月発行2



うを市政 18議員が質問
各議員の顔写真の下に二次元コードを掲載しています。この二次元コードをスマートフォンや
タブレットで読み取ると、その議員の一般質問動画をすぐに視聴することができます。

※��紙面構成上、上記目次の項目について記事に記載がない場合があ
ります。 その場合は、二次元コードの内容を参照してください。

※�会派は届出順。会派名は以下のとおり表記しています。
日本共産党（日本共産党あま市議団）、公明党（公明党あま市議
団）、新政会（同）、維新の会（維新の会あま市議団）、市民改革ク
ラブ（同）、志政会（同）、健政会（同）、無（無会派）

志政会

江波 圭一 議員 	 4ページ
❶七宝蟹江線の整備に伴う駅周辺への影響

日本共産党

野中 幸夫 議員 	 8ページ
❶萱津保育園の民間活力導入について
❷令和8年度の随意契約について

新政会

前田 豊光 議員 	 9ページ
❶新市長の基本方針について

健政会

林 正彦 議員 	 10ページ
❶都市計画税に関して

新政会

石田 良雄 議員 	 11ページ
❶新市長の政治姿勢と基本方針について
❷農業支援と学校給食について
❸地元業者の育成と受注機会の確保について

志政会

横井  敏夫 議員 	 12ページ
❶「箱物行政」批判の真偽を問う

志政会

後藤 哲哉 議員 	 5ページ
❶選挙公報について

志政会

伊藤 嘉規 議員 	 6ページ
❶法令・条例の遵守について
❷行財政改革について

公明党

足立 詔子 議員 	 7ページ
❶医療的ケア児レスパイト事業の推進を

市民改革クラブ

松下 昭憲 議員 	 4ページ
❶ �市長の公約について

維新の会

毛利 尚義 議員 	 9ページ
❶いじめ対応について
❷行財政改革について
❸共同親権について

公明党

柏原 功 議員 	 10ページ
❶ �あま市での「地域猫」活動について

公明党

近藤 みどり 議員 	 11ページ
❶予防接種事業について
❷低出生体重児に関する取り組みについて

市民改革クラブ

美濃島 絢太 議員 	 12ページ
❶ �不法投棄・ヤード・金属盗難対策
❷道路交通法改正と自転車の安全利用
❸夏休み期間中の子どもの支援について

志政会

宮崎 環 議員 	 5ページ
❶公園整備について
❷七宝焼アートヴィレッジのこれからについて
❸学校施設における空調整備について

新政会

山本 雄一 議員 	 6ページ
❶選挙公約について

新政会

新見 尚美 議員 	 7ページ
❶ �学校給食について

志政会

森 耕治 議員 	 8ページ
❶ �旧七宝庁舎跡地の今後について
❷各種ごみ回収について

一般質問
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市
長
の
公
約
に
つ
い
て

問　
デ
マ
ン
ド
交
通
、
市
営
乗
り
合
い
タ
ク
シ

ー
制
度
、
タ
ク
シ
ー
代
助
成
制
度
導
入
に
つ
い

て
、
現
在
の
考
え
と
進
捗
状
況
は
。

市
長
公
室
長　
デ
マ
ン
ド
交
通
、
い
わ
ゆ
る
市

営
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
制
度
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
の
巡
回
バ
ス
の
利
用
実
態
や
課
題
を
踏

ま
え
た
上
で
、
本
市
に
と
っ
て
よ
り
利
便
性
が

高
く
、
持
続
可
能
な
公
共
交
通
の
在
り
方
を
検

討
し
て
い
く
中
で
、
重
要
な
選
択
肢
と
し
て
位

置
付
け
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
予
約
に
応
じ

て
運
行
す
る
仕
組
み
、
乗
降
場
所
の
設
定
、
対

象
者
の
範
囲
、
運
賃
水
準
、
運
行
区
域
、
運
行

時
間
帯
、
既
存
の
タ
ク
シ
ー
事
業
者
や
バ
ス
事

業
者
と
の
役
割
分
担
、
運
行
経
費
、
市
の
財
政

負
担
な
ど
に
つ
い
て
、
実
務
面
か
ら
整
理
を
始

め
て
い
る
。

ま
た
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
タ
ク
シ
ー
代

助
成
制
度
に
つ
い
て
は
、
デ
マ
ン
ド
交
通
で
は

対
応
し
切
れ
な
い
個
別
の
移
動
需
要
を
補
完
す

る
制
度
と
し
て
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
お
り
、
市
外
へ
の
通
院
な
ど
、
日

常
生
活
に
必
要
な
移
動
を
ど
の
よ
う
に
支
え
て

い
く
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
福
祉
施
策
と
の
関

係
も
含
め
て
整
理
し
て
い
く
。

　
今
後
は
現
行
の
巡
回
バ
ス
の
課
題
を
十
分
に

検
証
し
た
上
で
、
デ
マ
ン
ド
交
通
お
よ
び
タ
ク

シ
ー
代
助
成
制
度
の
制
度
設
計
を
進
め
、
地
域

公
共
交
通
会
議
で
の
協
議
や
関
係
事
業
者
と
の

調
整
を
行
い
な
が
ら
、
実
証
運
行
を
含
め
た
具

体
的
な
導
入
方
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

七
宝
蟹
江
線
の
整
備
に
伴
う
駅
周
辺
へ
の
影
響

問　
七
宝
蟹
江
線
の
整
備
に
つ
い
て
現
在
の
状

況
と
こ
こ
ま
で
の
経
緯
は
。

建
設
産
業
部
長　
主
要
幹
線
道
路
を
南
北
に
つ

な
ぐ
重
要
な
道
路
で
あ
り
、
名
鉄
津
島
線
と
の

交
差
部
は
県
道
を
高
架
化
す
る
計
画
と
し
て
都

市
計
画
決
定
さ
れ
て
い
る
。
市
道
森
山
甚
目
寺

線
よ
り
南
側
で
は
用
地
取
得
や
交
差
点
改
良
が

行
わ
れ
暫
定
供
用
さ
れ
て
い
る
が
、
北
側
は
未

整
備
の
状
態
で
あ
る
。

問　
本
市
に
お
け
る
位
置
付
け
は
。

建
設
産
業
部
長　
新
市
基
本
計
画
に
お
い
て
交

流
と
連
携
に
よ
る
一
体
感
を
育
む
道
路
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
市
役
所
に
接

続
し
、
第
2
次
緊
急
輸
送
道
路
と
も
連
絡
す
る

重
要
な
道
路
で
あ
り
、
整
備
の
必
要
性
・
重
要

性
を
認
識
し
て
い
る
。

問　
今
後
の
予
定
は
。

建
設
産
業
部
長　
県
に
お
い
て
道
路
全
体
の
調

査
、
設
計
や
名
鉄
交
差
部
の
橋
梁
予
備
設
計
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
関
係
機
関
と
の
協
議
後
、
都

市
計
画
変
更
や
事
業
化
の
検
討
が
な
さ
れ
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

問　
道
路
整
備
後
の
周
辺
へ
の
影
響
は
。

建
設
産
業
部
長　
踏
切
の
廃
止
に
よ
り
交
通
状

況
が
大
き
く
変
化
し
、
市
道
森
山
甚
目
寺
線
と

遮
断
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
名
鉄
七
宝
駅
へ
の
ア

ク
セ
ス
な
ど
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

問　
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
市
長
の
考
え
は
。

市
長　
道
路
整
備
の
重
要
性
は
認
識
し
て
い
る
。

地
域
住
民
の
意
向
や
財
政
状
況
な
ど
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
決
断

し
て
い
く
。

市民改革クラブ
松下　昭憲議員
一問一答方式

志政会
江波　圭一議員
一問一答方式

巡回バスのバス停（あま市役所）

新市基本計画
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公
園
整
備
に
つ
い
て

問　
地
域
公
園
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
の
考
え
方
は
。

建
設
産
業
部
長　
危
険
な
ボ
ー
ル
遊
び
は
禁
止

せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
な
ど
課
題
が
あ
る
中
、

一
部
の
公
園
に
つ
い
て
、
防
球
ネ
ッ
ト
設
置
な

ど
の
環
境
整
備
の
検
討
に
着
手
し
た
と
こ
ろ
で

あ
り
、
ボ
ー
ル
遊
び
を
可
能
と
す
る
公
園
整
備

に
つ
い
て
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
新
設
と
改
修
の
進
め
方
は
。

建
設
産
業
部
長　
新
設
は
下
水
道
（
雨
水
）
事

業
の
施
設
配
置
計
画
を
踏
ま
え
検
討
し
、
改
修

は
公
共
施
設
長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
安
全
性

を
最
優
先
と
し
た
施
設
改
修
を
進
め
る
。

問　
今
後
の
整
備
目
標
や
事
業
費
の
想
定
は
。

建
設
産
業
部
長　
具
体
的
な
整
備
計
画
が
定
ま

っ
て
お
ら
ず
、
事
業
費
の
想
定
は
示
せ
な
い
が
、

下
水
道
（
雨
水
）
事
業
に
お
い
て
整
備
さ
れ
る

調
整
池
な
ど
の
施
設
の
上
部
利
用
に
よ
る
整
備

の
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

七
宝
焼
ア
ー
ト
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
の
こ
れ
か
ら

に
つ
い
て

問　
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
化
の
定
義
は
。

建
設
産
業
部
長　

ま
ち
の
中
心
部
に
多
様
な

人
々
が
集
い
、
憩
い
、
交
流
で
き
る
多
機
能
、
開

放
的
な
都
市
の
シ
ン
ボ
ル
空
間
を
創
出
す
る
こ

と
。
本
市
に
お
い
て
は
、
単
な
る
緑
地
、
遊
具

の
整
備
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
然
環
境
を
ベ
ー
ス

に
カ
フ
ェ
や
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
な
ど
を
融
合

さ
せ
、
世
代
を
問
わ
ず
多
目
的
に
滞
在
で
き
る

空
間
を
目
指
す
も
の
と
考
え
て
い
る
。

問　
芝
生
広
場
の
考
え
方
は
。

建
設
産
業
部
長　
フ
ラ
ッ
ト
に
す
る
た
め
の
改

修
、
築
山
な
ど
を
活
用
し
た
遊
具
設
置
な
ど
の

整
備
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
用
地
拡
張
の
考
え
方
は
。

建
設
産
業
部
長　
用
地
を
拡
張
す
る
予
定
は
な

い
。

問　
事
業
の
進
め
方
は
。

建
設
産
業
部
長　
国
土
交
通
省
主
管
の
Ｐ
ａ
ｒ

ｋ
‒
Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
を
は
じ
め
、
民
間
資
金
を
活

用
し
た
官
民
連
携
事
業
手
法
導
入
の
検
討
を
進

め
て
い
る
。

選
挙
公
報
に
つ
い
て

問　
「
1
期
4
年
で
即
実
行
へ
」
の
意
味
は
。

市
長　
1
期
4
年
で
実
現
す
る
と
い
う
強
い
決

意
を
載
せ
た
言
葉
に
な
る
。

問　
公
報
に
掲
載
し
た
公
約
を
1
期
4
年
で
即

実
行
す
る
と
い
う
こ
と
で
よ
か
っ
た
か
を
イ
エ

ス
か
ノ
ー
か
で
答
弁
を
。

市
長　
イ
エ
ス
だ
が
、
白
黒
を
迫
る
や
り
方
に

は
、
正
確
を
期
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

問　
防
災
公
園
の
候
補
地
は
ど
こ
な
の
か
。

市
長　
雨
水
調
整
池
な
ど
の
施
設
配
置
や
地
域

防
災
計
画
に
お
け
る
避
難
の
在
り
方
な
ど
の
位

置
付
け
も
踏
ま
え
た
検
討
が
必
要
。

問　
市
有
地
の
活
用
か
民
有
地
の
取
得
か
。

上
下
水
道
部
長　
雨
水
調
整
池
な
ど
の
施
設
配

置
は
、
既
存
の
公
共
施
設
を
優
先
に
考
え
て
い

る
が
、
状
況
に
よ
っ
て
は
新
た
に
民
有
地
を
取

得
し
た
整
備
も
考
え
ら
れ
る
。

問　
具
体
的
な
財
源
内
訳
と
財
源
確
保
の
見
通

し
は
。

市
長　
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
国
・
県
の

補
助
制
度
な
ど
を
活
用
し
て
い
き
た
い
。

問　
建
設
・
維
持
管
理
費
の
試
算
は
。
ま
た
、

整
備
に
向
け
た
具
体
的
な
工
程
は
。

建
設
産
業
部
長　
示
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

問　
市
長
も
現
場
に
出
向
く
行
政
と
は
。

市
長
公
室
長　
市
長
が
自
ら
地
域
へ
出
向
き
、

対
話
を
通
じ
て
地
域
の
課
題
を
把
握
し
て
、
迅

速
に
施
策
の
立
案
や
課
題
改
善
に
反
映
さ
せ
て

い
く
も
の
。

市
長　
具
体
的
に
は
、
幼
稚
園
や
学
校
な
ど
へ

伺
う
予
定
を
立
て
て
い
る
。

問　
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
か
。

市
長　
現
場
に
負
担
の
な
い
日
程
を
組
む
。

志政会
宮崎　環議員
一問一答方式

志政会
後藤　哲哉議員
一問一答方式
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選
挙
公
約
に
つ
い
て

問　
都
市
計
画
税
に
反
対
だ
っ
た
が
、
現
在
は

賛
成
か
。

市
長　
私
が
負
託
を
い
た
だ
い
た
内
容
は
、
都

市
計
画
税
の
倍
増
に
歯
止
め
を
す
る
と
い
う
内

容
。

問　
都
市
計
画
税
の
導
入
に
は
賛
成
か
。

市
長　
そ
の
よ
う
な
形
で
選
挙
も
公
約
と
し
て

訴
え
た
。

問　
賛
成
に
な
っ
た
の
は
い
つ
か
ら
か
。

市
長　
選
挙
公
約
を
公
に
し
た
タ
イ
ミ
ン
グ
。

問　
都
市
計
画
税
を
使
う
計
画
は
あ
る
か
。

市
長　
ま
ず
は
汚
水
下
水
道
の
整
備
、
そ
の
後

は
雨
水
下
水
道
の
計
画
を
立
案
。

問　
都
市
計
画
税
を
使
う
計
画
は
市
に
あ
る
、

こ
の
認
識
で
間
違
い
な
い
か
。

市
長　
方
向
性
は
あ
る
。

問　
使
え
る
計
画
が
な
け
れ
ば
都
市
計
画
税
導

入
に
反
対
と
言
っ
て
い
た
。
都
市
計
画
税
に
使

え
る
市
の
計
画
は
あ
る
か
。

市
長　
私
が
反
対
し
た
当
初
は
令
和
5
年
度
。

人
件
費
な
ど
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
た
。

問　
令
和
7
年
3
月
定
例
会
で
反
対
し
た
と
思

う
が
。

市
長　
訂
正
。
見
込
み
の
と
お
り
。

問　
都
市
計
画
税
を
使
う
計
画
は
間
違
い
な
く

市
に
あ
っ
た
と
思
う
が
、
都
市
計
画
税
導
入
に

賛
成
な
ら
都
市
計
画
税
を
使
う
計
画
は
あ
る
の

か
。

市
長　
市
街
化
区
内
で
の
公
共
下
水
道
汚
水
事

業
を
効
率
的
か
つ
迅
速
に
実
施
す
る
。

法
令
・
条
例
の
遵
守
に
つ
い
て

問　
あ
ま
市
職
員
の
公
正
な
職
務
の
執
行
の
確

保
に
関
す
る
条
例
に
て
職
員
が
議
員
か
ら
不
当

要
求
を
受
け
た
場
合
、
市
長
は
被
害
者
側
に
立

つ
と
明
言
で
き
る
か
。

市
長　
し
っ
か
り
と
実
態
を
調
査
し
て
被
害
者

の
人
が
い
る
よ
う
で
あ
れ
ば
、
条
例
に
基
づ
い

て
必
要
な
対
策
を
講
じ
る
。

問　
不
当
要
求
行
為
に
対
す
る
警
告
書
が
市
議

会
議
員
1
名
、
市
民
1
名
に
発
出
さ
れ
て
お
り
、

今
後
不
当
要
求
行
為
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
刑

事
告
訴
を
含
む
法
的
対
応
を
行
い
、
厳
正
に
遵

守
す
る
つ
も
り
は
あ
る
か
。

市
長
公
室
長　
今
後
不
当
要
求
行
為
が
確
認
さ

れ
た
場
合
、
条
例
に
基
づ
き
厳
正
に
対
処
し
、

必
要
に
応
じ
て
弁
護
士
に
相
談
し
、
刑
事
告
訴

を
含
む
法
的
措
置
を
講
じ
る
。

問　
市
長
自
身
が
本
条
例
を
遵
守
す
る
た
め
の

具
体
的
な
行
動
規
範
と
、
遵
守
状
況
を
議
会
が

検
証
す
る
仕
組
み
が
必
要
だ
と
思
う
が
。

市
長　
議
会
の
ほ
う
で
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

 

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

問　
都
市
計
画
税
の
倍
増
に
歯
止
め
を
と
い
う

こ
と
で
、
手
法
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

市
長　
徹
底
的
な
行
財
政
改
革
を
行
い
、
負
担

増
に
歯
止
め
を
か
け
る
決
意
。
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
現
時
点
で
未
定
。

問　
都
市
計
画
税
導
入
に
は
強
く
反
対
し
て
い

た
の
に
、
い
つ
の
間
に
激
変
緩
和
措
置
の
0
・

15
％
は
受
け
入
れ
た
の
か
。

市
長　
令
和
7
年
度
中
に
行
財
政
改
革
に
よ
り

3
億
円
の
削
減
が
行
わ
れ
た
こ
と
を
評
価
。
導

入
決
定
後
に
市
内
全
域
を
調
査
し
た
上
で
計
画

を
つ
く
る
と
議
会
で
答
弁
が
あ
り
、
公
平
性
が

保
た
れ
た
と
理
解
。
財
政
調
整
基
金
の
目
減
り

状
況
を
是
正
し
て
い
く
た
め
に
も
4.5
億
円
は
新

た
に
必
要
。

問　
0.3
％
の
原
案
を
廃
止
し
、
市
民
の
理
解
を

得
た
上
で
市
議
会
に
0
・
15
％
を
上
程
し
て
は

ど
う
か
。

市
長
公
室
長　
現
行
の
都
市
計
画
税
条
例
改
正

で
0
・
15
％
に
据
え
置
く
こ
と
が
可
能
。

新政会
山本　雄一議員
一問一答方式

志政会
伊藤　嘉規議員
一問一答方式
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学
校
給
食
に
つ
い
て

問　
給
食
デ
ザ
ー
ト
の
選
定
基
準
は
。

教
育
部
長　
不
足
し
が
ち
な
栄
養
を
補
う
こ
と

を
目
的
に
、
1
食
当
た
り
の
単
価
の
範
囲
内
で
、

ま
た
、
食
品
衛
生
上
の
安
全
や
温
度
・
湿
度
管

理
に
配
慮
し
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
損
な
わ
な
い

よ
う
選
定
し
て
い
る
。

問　
栄
養
と
楽
し
み
の
バ
ラ
ン
ス
は
。

教
育
部
長　
必
要
な
栄
養
の
確
保
を
基
本
と
し

つ
つ
、
季
節
の
行
事
食
な
ど
も
取
り
入
れ
、
子

供
た
ち
が
楽
し
め
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

問　
デ
ザ
ー
ト
内
容
の
変
化
を
ど
う
認
識
し
て

い
る
か
。

教
育
部
長　
食
材
価
格
の
高
騰
や
容
器
廃
棄
手

数
料
の
発
生
な
ど
厳
し
い
財
政
状
況
に
あ
る
中

で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
補
給
が
で
き
る
ヨ
ー
グ
ル
ト

や
ゼ
リ
ー
を
活
用
し
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で

工
夫
し
て
提
供
し
て
い
る
。

問　
デ
ザ
ー
ト
の
種
類
を
増
や
す
考
え
は
。

教
育
部
長　
子
供
た
ち
が
給
食
を
楽
し
み
に
思

う
こ
と
は
食
育
の
観
点
か
ら
も
重
要
で
あ
り
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
な
が
ら
、
可
能
な
範

囲
で
提
供
し
て
い
く
。

問　
地
元
企
業
と
の
連
携
は
。

教
育
部
長　
地
域
を
知
る
き
っ
か
け
と
な
る
点

は
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
が
、
栄
養
バ

ラ
ン
ス
な
ど
の
課
題
が
あ
る
た
め
、
今
後
調
査
、

研
究
し
て
い
く
。

問　
無
償
化
で
給
食
の
質
は
変
化
し
た
か
。

教
育
部
長　
令
和
8
年
1
月
か
ら
令
和
9
年
3

月
ま
で
無
償
化
を
実
施
し
て
お
り
、
献
立
内
容

や
食
材
の
質
、
満
足
度
に
変
化
は
な
く
、
今
後

も
必
要
な
財
源
を
確
保
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で

ど
お
り
の
質
を
維
持
し
て
い
き
た
い
。

医
療
的
ケ
ア
児
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
の
推
進
を

問　
令
和
3
年
に
、
医
療
的
ケ
ア
児
及
び
そ
の

家
族
に
対
す
る
支
援
に
関
す
る
法
律
が
施
行
さ

れ
、
医
療
的
ケ
ア
児
の
健
や
か
な
成
長
や
、
そ

の
家
族
も
含
め
て
安
心
し
て
子
供
を
産
み
育
て

る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
は
、

医
療
的
ケ
ア
児
の
家
族
に
対
す
る
物
理
的
な
ケ

ア
を
す
る
事
業
で
あ
り
、
家
族
の
休
息
時
間
の

確
保
や
、
き
ょ
う
だ
い
児
と
過
ご
す
時
間
を
創

出
す
る
大
切
な
事
業
で
あ
る
。
本
市
の
医
療
的

ケ
ア
児
は
何
名
か
。

福
祉
部
長　
本
年
3
月
31
日
時
点
で
把
握
し
て

い
る
医
療
的
ケ
ア
児
は
19
名
で
あ
る
。

問　
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
な
ど
を
希
望
す
る
医
療

的
ケ
ア
児
の
把
握
は
し
て
い
る
か
。

福
祉
部
長　
令
和
7
年
度
の
4
月
時
点
で
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
が
、
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
な

ど
に
関
す
る
意
見
は
な
か
っ
た
。

問　
連
携
な
ど
の
把
握
に
つ
い
て
課
題
は
。

福
祉
部
長　
連
携
な
ど
に
お
け
る
協
議
の
場
と

し
て
、
あ
ま
市
障
害
児
支
援
連
携
会
議
を
年
に

2
回
開
催
し
て
い
る
。
関
係
機
関
や
面
会
す
る

機
会
の
な
い
医
療
的
ケ
ア
児
に
つ
い
て
、
全
数

把
握
を
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
。

問　
あ
ら
ゆ
る
周
知
方
法
を
活
用
し
て
は
。

福
祉
部
長　
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
子
育
て

支
援
ア
プ
リ
な
ど
を
活
用
し
、
情
報
を
提
供
で

き
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

問　
医
療
的
ケ
ア
児
お
よ
び
そ
の
家
族
に
対
す

る
支
援
の
市
の
考
え
は
。

福
祉
部
長　
レ
ス
パ
イ
ト
事
業
な
ど
の
支
援
の

需
要
調
査
を
行
い
、
調
査
結
果
に
応
じ
て
関
係

機
関
と
協
議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

新政会
新見　尚美議員
一問一答方式

公明党
足立　詔子議員
一問一答方式
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旧
七
宝
庁
舎
跡
地
の
今
後
に
つ
い
て

問　
過
去
の
経
緯
と
計
画
の
現
状
を
詳
細
に
。

福
祉
部
長　
障
害
福
祉
施
設
で
あ
る
、
く
す
の

き
の
家
お
よ
び
く
す
の
き
の
家
（
西
館
）
は
建

物
の
老
朽
化
が
進
ん
で
お
り
、
指
定
管
理
、
民

間
法
人
の
市
内
誘
致
、
ま
た
は
空
き
施
設
へ
集

約
移
転
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

令
和
5
年
3
月
の
公
有
財
産
利
活
用
検
討
委

員
会
を
経
て
、
旧
七
宝
庁
舎
跡
地
に
民
間
活
力

を
利
用
し
た
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
を
誘

致
す
る
方
針
を
決
定
。
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル

方
式
に
よ
る
選
定
を
経
て
、
令
和
7
年
1
月
に

整
備
、
運
営
す
る
事
業
者
を
株
式
会
社
白
に
決

定
。
現
在
は
建
設
工
事
の
準
備
を
進
め
て
い
る
。

問　
施
設
運
営
に
係
る
市
と
の
契
約
は
。

福
祉
部
長　
契
約
期
間
は
本
年
6
月
1
日
か
ら

30
年
間
。
期
間
満
了
に
よ
る
更
新
は
な
く
、
終

了
時
に
は
運
営
事
業
者
が
建
物
を
解
体
、
更
地

に
戻
し
市
へ
返
還
。
建
物
は
事
業
者
が
建
築
し

所
有
。
土
地
の
貸
付
料
は
年
額
3
0
8
万
円
。

問　
災
害
時
の
施
設
、
敷
地
の
利
用
は
。

福
祉
部
長　
施
設
に
つ
い
て
は
、
事
業
所
と
協

定
を
結
び
、
福
祉
避
難
所
と
し
て
活
用
し
た
い
。

敷
地
に
つ
い
て
は
、
今
後
事
業
者
と
災
害
時
の

活
用
方
法
に
つ
い
て
協
議
し
て
い
く
。

問　
周
辺
の
整
備
、
管
理
は
。

福
祉
部
長　
側
溝
清
掃
や
除
草
な
ど
の
日
常
的

な
維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
事
業
者
が
主
体
的

に
実
施
。
地
域
で
行
わ
れ
る
清
掃
活
動
へ
も
積

極
的
に
参
加
し
、
近
隣
住
民
の
皆
さ
ま
と
と
も

に
良
好
な
環
境
の
維
持
に
努
め
る
。
車
両
の
動

線
に
つ
い
て
は
、
今
後
地
域
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
、
安
全
で
円
滑
な
動
線
を
構
築
し
て
い
き

た
い
。

周
辺
環
境
へ
の
影
響
を
最
小
限
に
抑
え
、
安

全
な
施
設
運
営
が
行
わ
れ
る
よ
う
市
と
し
て
適

切
な
指
導
を
し
て
い
く
。

東
側
未
整
備
部
分
は
障
が
い
福
祉
課
で
維
持

管
理
を
行
い
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
意
見
を
聞
き

な
が
ら
適
切
に
対
応
し
て
い
く
。

そ
の
他
、「
各
種
ご
み
回
収
に
つ
い
て
」
も
質

問
し
ま
し
た
。

萱
津
保
育
園
の
民
間
活
力
の
導
入
に
つ
い
て

問　
萱
津
保
育
園
へ
の
民
間
活
力
導
入
に
は
、

市
施
設
を
民
間
が
管
理
運
営
す
る
委
託
や
指
定

管
理
に
よ
る
方
法
は
適
さ
な
い
と
あ
る
が
。

子
ど
も
健
康
部
長　
周
辺
道
路
が
狭
く
、
送
迎

用
駐
車
場
が
確
保
で
き
ず
、
一
部
借
地
の
返
還

を
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
改
修
や
建
て
替

え
で
は
な
く
、
民
間
事
業
者
に
よ
る
用
地
確
保

を
含
め
た
施
設
整
備
を
一
体
的
に
進
め
る
こ
と

が
有
効
と
整
理
。

問　
あ
ま
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
条
例
は
保

育
園
の
問
題
を
進
め
る
上
で
会
議
を
開
く
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
開
催
し
た
か
。

保
育
課
長　
事
業
者
が
決
定
し
た
後
に
開
催
。

問　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
で
は
、
支
援
計

画
の
変
更
時
に
審
議
会
の
意
見
を
聴
く
と
な
っ

て
い
る
が
。

子
ど
も
健
康
部
長　
今
後
会
議
に
諮
る
。

問　
保
育
所
な
ど
の
整
備
を
市
で
行
う
場
合
、

国
や
県
の
補
助
が
見
込
め
な
い
の
か
。

子
ど
も
健
康
部
長　
国
の
就
学
前
教
育
・
保
育

施
設
整
備
交
付
金
は
、
設
置
主
体
が
社
会
福
祉

法
人
な
ど
の
場
合
に
限
り
交
付
さ
れ
、
地
方
公

共
団
体
に
は
交
付
さ
れ
な
い
。

問　
地
方
交
付
税
で
補
塡
さ
れ
る
は
ず
で
は
。

子
ど
も
健
康
部
長　
補
塡
は
さ
れ
る
が
、
使
途

を
制
限
し
な
い
一
般
財
源
で
あ
る
た
め
、
財
源

が
確
保
さ
れ
た
と
捉
え
て
い
な
い
。

問　
高
市
総
理
が
総
務
大
臣
の
時
、
参
議
院
の

総
務
委
員
会
で
公
立
保
育
所
の
施
設
整
備
は
一

般
財
源
化
、
地
方
交
付
税
に
し
た
と
述
べ
て
お

り
、
市
で
整
備
を
し
て
い
く
根
拠
は
あ
る
。
市

で
整
備
を
進
め
る
考
え
は
。

子
ど
も
健
康
部
長　
市
の
負
担
は
30
%
以
上
に

な
る
。
民
間
活
力
を
導
入
し
た
い
。

問　
設
置
主
体
は
、
社
会
福
祉
法
人
が
想
定
さ

れ
て
い
る
。
令
和
3
年
・
4
年
分
の
自
由
民
主

党
愛
知
県
あ
ま
市
・
海
部
郡
第
一
支
部
の
政
治

資
金
収
支
報
告
書
を
見
る
と
、
学
校
法
人
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
団
体
が
政
治
団
体
に
寄
付

を
し
て
い
る
。
学
校
法
人
な
ど
が
県
・
市
な
ど

か
ら
給
付
金
・
負
担
金
を
受
け
た
ら
、
寄
付
の

制
限
対
象
と
な
る
の
で
は
。

子
ど
も
健
康
部
長　
議
員
か
ら
の
情
報
提
供
を

踏
ま
え
、
精
査
し
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

志政会
森　耕治議員
一問一答方式

日本共産党あま市議団
野中　幸夫議員
一問一答方式



あま市議会だより 第65号　2026年　9月発行 9

い
じ
め
対
応
に
つ
い
て

問　
い
じ
め
対
策
課
の
設
置
に
向
け
た
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
は
。

市
長
公
室
長　
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
定

ま
っ
て
い
な
い
が
、
令
和
10
年
度
の
発
足
を
想

定
し
て
い
る
。

問　
市
長
自
ら
視
察
予
定
は
。

市
長　
先
進
事
例
を
学
ん
で
、
ど
の
よ
う
な
形

が
ベ
ス
ト
な
の
か
見
て
ま
い
り
た
い
。

行
財
政
改
革
に
つ
い
て

問　
土
日
に
開
庁
す
る
予
定
は
な
い
か
。

市
長
公
室
長　
開
庁
す
る
予
定
は
な
い
。

問　
住
民
の
ニ
ー
ズ
の
把
握
は
。

市
長
公
室
長　
平
日
の
窓
口
延
長
や
土
日
開
庁

を
実
施
し
て
い
る
自
治
体
へ
調
査
を
行
う
な
ど
、

住
民
ニ
ー
ズ
動
向
の
把
握
に
努
め
る
。

問　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
の
件
数
は
。

市
長
公
室
長　
歩
道
橋
が
2
件
。

問　
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
を
歩
道
橋
以
外
に
も

拡
大
し
て
い
く
予
定
は
。

市
長
公
室
長　
今
後
の
拡
大
に
向
け
て
、
庁
内

各
課
へ
の
周
知
に
積
極
的
に
取
り
組
む
。

問　
市
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
バ
ナ
ー
広
告
の

件
数
は
。

市
長
公
室
長　
4
件
の
広
告
を
掲
載
。

問　
空
き
状
況
や
増
や
す
取
り
組
み
は
。

市
長
公
室
長　
現
在
11
枠
が
空
い
て
い
る
。
市

公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
し
て
い
る
募
集
記

事
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
や
、
新
た
に
市
公
式

L
I
N
E
を
活
用
し
た
募
集
な
ど
、
広
告
収
入

の
確
保
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

共
同
親
権
に
つ
い
て

問　
令
和
8
年
4
月
以
降
、
未
成
年
の
子
供
が

い
る
場
合
の
離
婚
届
の
変
更
点
は
。

市
民
生
活
部
長　
民
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

法
律
が
施
行
さ
れ
、
離
婚
届
の
様
式
が
変
更
。

未
成
年
の
子
供
が
い
る
場
合
、
共
同
で
親
権
を

行
使
す
る
か
単
独
で
親
権
を
行
使
す
る
か
の
記

載
や
、
子
育
て
の
分
担
、
親
子
交
流
、
養
育
費

の
分
担
の
取
り
決
め
の
有
無
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る

こ
と
が
必
要
と
な
っ
た
。

新
市
長
の
基
本
方
針
に
つ
い
て

問　
西
尾
張
中
央
道
よ
り
西
側
に
公
共
の
避
難

所
を
新
設
で
き
な
い
か
。

市
長　
公
設
公
営
に
よ
る
避
難
所
の
設
営
は
難

し
い
。
地
元
の
公
民
館
の
耐
震
化
、
企
業
と
の

協
定
に
基
づ
く
避
難
な
ど
、
新
た
な
選
択
肢
を

提
示
し
て
い
き
た
い
。

問　
丹
波
の
交
差
点
付
近
は
埋
め
立
て
を
し
て

い
な
い
農
地
が
あ
る
が
、
先
行
買
収
し
て
県
道

を
広
げ
る
事
業
を
進
め
ら
れ
な
い
か
。

建
設
産
業
部
長　
丹
波
交
差
点
の
改
良
事
業
は

新
た
な
用
地
取
得
が
必
要
と
な
り
、
多
く
の
時

間
を
要
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
現
状
の
渋

滞
解
消
に
向
け
て
県
に
対
し
て
引
き
続
き
対
策

を
要
望
し
て
い
く
。

問　
市
営
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
を
導
入
す
る
と

聞
い
た
が
、
予
算
的
に
も
可
能
か
。

市
長
公
室
長　
既
存
事
業
の
見
直
し
な
ど
で
財

源
を
捻
出
し
、
国
や
県
の
補
助
制
度
も
活
用
す

る
こ
と
を
基
本
に
検
討
す
る
。

問　
補
助
制
度
を
活
用
す
る
と
し
た
ら
、
い
つ

頃
運
行
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
幾
ら
ぐ
ら
い
ま

で
補
助
を
し
て
も
ら
え
る
か
。

市
長
公
室
長　
運
行
開
始
時
期
は
明
言
で
き
な

い
。
補
助
額
は
活
用
可
能
な
制
度
を
精
査
し
、

持
続
可
能
な
公
共
交
通
を
検
討
す
る
。

問　
地
域
公
園
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
と
聞
い

て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

建
設
産
業
部
長　
ボ
ー
ル
遊
び
が
で
き
る
よ
う

一
部
の
公
園
に
防
球
ネ
ッ
ト
な
ど
施
設
整
備
を

行
っ
て
い
く
。

都
市
計
画
課
長　
遊
具
に
つ
い
て
は
、
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
き
、
安
全
性
の
確
保
を
最
優
先

と
し
た
改
修
を
計
画
的
に
進
め
て
い
く
。

維新の会
毛利　尚義議員
一問一答方式

新政会
前田　豊光議員
一問一答方式
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あ
ま
市
で
の
「
地
域
猫
」
活
動
に
つ
い
て

問　
地
域
猫
に
つ
い
て
、
市
の
認
識
は
。

市
民
生
活
部
長　
飼
い
主
の
い
な
い
猫
の
う
ち
、

地
域
で
不
妊
手
術
、
餌
や
り
、
ト
イ
レ
の
設
置

お
よ
び
排
せ
つ
物
の
清
掃
を
実
施
す
る
な
ど
、

一
代
限
り
の
命
を
全
う
で
き
る
よ
う
適
正
に
管

理
さ
れ
て
い
る
猫
と
定
義
。

問　
地
域
猫
は
、
地
域
の
住
民
の
理
解
を
得
る

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
思
う
が
。

市
民
生
活
部
長　
お
見
込
み
の
と
お
り
。

問　
市
で
の
地
域
猫
活
動
の
取
り
組
み
は
。

市
民
生
活
部
長　
ど
う
ぶ
つ
基
金
の
無
料
不
妊

手
術
チ
ケ
ッ
ト
を
あ
ま
市
地
域
猫
活
動
団
体
に

交
付
し
、
地
域
猫
活
動
の
周
知
啓
発
、
対
象
地

域
に
出
向
き
、
活
動
へ
の
理
解
や
協
力
の
依
頼
、

苦
情
対
応
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

問　
地
域
猫
活
動
は
、
3
者
が
協
力
し
て
行
う

と
い
う
答
弁
で
あ
っ
た
が
、
今
も
同
じ
か
。

市
民
生
活
部
長　
地
域
猫
活
動
は
、
住
民
と
地

域
猫
活
動
団
体
お
よ
び
行
政
の
3
者
が
協
力
し

て
行
う
こ
と
が
一
番
と
考
え
て
い
る
。

問　
公
益
財
団
法
人
ど
う
ぶ
つ
基
金
へ
の
近
隣

市
町
の
登
録
状
況
は
。

市
民
生
活
部
長　
弥
富
市
お
よ
び
清
須
市
が
登

録
。

問　
ど
う
ぶ
つ
基
金
の
不
妊
手
術
チ
ケ
ッ
ト
だ

け
で
は
地
域
猫
活
動
な
ど
の
不
妊
手
術
を
賄
え

な
い
。
近
隣
市
町
の
補
助
制
度
の
現
状
と
市
に

補
助
制
度
の
導
入
は
。

市
民
生
活
部
長　
津
島
市
、
蟹
江
町
お
よ
び
稲

沢
市
が
実
施
。
先
進
自
治
体
を
参
考
に
、
本
市

で
も
補
助
制
度
が
実
施
で
き
る
よ
う
調
査
、
研

究
し
た
い
。

都
市
計
画
税
に
関
し
て

問　
都
市
計
画
税
の
使
途
は
、
市
長
が
替
わ
っ

た
こ
と
で
、
前
市
長
の
計
画
か
ら
何
か
変
更
が

あ
る
の
か
。

市
長
公
室
長　
前
市
長
の
計
画
に
お
い
て
も
、

い
つ
ま
で
に
、
何
を
、
ど
こ
ま
で
実
施
す
る
と

う
具
体
的
な
計
画
は
示
し
て
い
な
い
。
都
市
計

画
税
は
使
途
の
定
め
ら
れ
た
目
的
税
と
い
う
性

質
な
の
で
、
都
市
基
盤
整
備
に
充
当
す
る
。

問　
八
島
市
長
の
選
挙
公
報
に
、「
都
市
計
画

税
、
倍
増
に
歯
止
め
を
」
と
あ
る
が
、
そ
の
意

味
は
。

市
長
公
室
長　
課
題
を
真
摯
に
受
け
止
め
、
都

市
計
画
税
活
用
に
係
る
計
画
を
精
査
し
、
徹
底

し
た
行
財
政
改
革
を
行
い
、
負
担
増
に
歯
止
め

を
か
け
る
決
意
の
表
れ
。

問　
選
挙
公
報
に
「
1
期
4
年
で
即
実
行
」、

「
や
る
と
決
め
た
ら
、
や
り
抜
き
ま
す
」
と
あ
る
。

選
挙
公
報
を
見
て
投
票
に
行
っ
た
人
も
多
く
い

る
は
ず
。
実
現
の
道
筋
は
。

市
長　
市
民
か
ら
託
さ
れ
た
4
年
間
の
任
期
に

お
い
て
、
い
っ
と
き
も
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、

ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
市
政
の
課
題
解
決
に
当

た
る
と
い
う
私
の
強
い
思
い
。
な
お
、
現
在
の

都
市
計
画
税
条
例
の
規
定
に
は
、
激
変
緩
和
措

置
と
し
て
、
令
和
9
年
度
、
令
和
10
年
度
に
限

り
税
率
を
０
・
15
%
と
し
、
令
和
11
年
度
以
降

は
税
率
を
0.3
%
と
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の

で
、
し
か
る
べ
き
時
期
に
当
該
条
例
の
改
正
案

を
提
出
し
、
議
会
に
お
い
て
議
論
し
て
い
た
だ

く
。

公明党
柏原　功議員
一問一答方式

健政会
林　正彦議員
一問一答方式

さくら猫（ねこネットあま　提供）

都市計画税条例が制定されました（市広報）
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予
防
接
種
事
業
に
つ
い
て

問　
生
後
2
カ
月
を
過
ぎ
る
と
様
々
な
予
防
接

種
が
待
ち
受
け
て
お
り
、
本
数
も
多
く
時
期
も

細
分
化
さ
れ
て
い
る
。
接
種
の
度
に
何
枚
も
予

診
票
を
手
書
き
で
記
入
す
る
た
め
、
子
育
て
ア

プ
リ
を
利
用
し
た
デ
ジ
タ
ル
予
診
票
サ
ー
ビ
ス

の
導
入
を
検
討
す
る
考
え
は
。

子
ど
も
健
康
部
長　
令
和
10
年
4
月
か
ら
の
予

防
接
種
事
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
開
始
に
向
け
準
備

を
進
め
て
い
る
。
子
育
て
ア
プ
リ
の
活
用
は
、

費
用
や
利
便
性
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案
し
、
導

入
の
可
否
を
判
断
し
て
い
く
。

低
出
生
体
重
児
に
関
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て

問　
入
院
中
の
赤
ち
ゃ
ん
に
母
乳
を
届
け
る
た

め
に
定
期
的
に
搾
乳
す
る
必
要
が
あ
る
母
親
や
、

産
後
に
職
場
復
帰
す
る
女
性
に
と
っ
て
も
安
心

し
て
搾
乳
で
き
る
場
所
の
確
保
や
周
囲
の
理
解

な
ど
が
課
題
で
あ
る
。
市
内
公
共
施
設
に
登
録

し
て
い
る
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
に
「
搾
乳
に
も

利
用
可
能
」
で
あ
る
こ
と
を
表
示
す
る
こ
と
や

周
知
啓
発
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

子
ど
も
健
康
部
長　
授
乳
で
き
る
施
設
は
28
施

設
あ
る
。
搾
乳
に
も
利
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
、

ま
ず
は
子
育
て
ア
プ
リ
や
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
広
く
周
知
し
て
い
く
。
さ
ら
に
案
内
表
示

な
ど
の
設
置
に
向
け
て
速
や
か
に
検
討
を
進
め

て
い
き
た
い
。

問　
赤
ち
ゃ
ん
が
入
院
中
、
母
親
は
毎
日
搾
乳

を
行
い
母
乳
を
病
院
に
届
け
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
体
力
面
や
精
神
面
だ
け
で
な
く
経
済
的
な

負
担
も
大
き
い
。
鹿
児
島
県
日
置
市
で
は
、
今

年
度
か
ら
全
国
初
の
取
り
組
み
と
し
て
、
搾
乳

機
・
母
乳
パ
ッ
ク
の
費
用
を
助
成
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
先
進
的
な
取
り
組
み
を
今
後
検
討
し

て
い
く
こ
と
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

子
ど
も
健
康
部
長　
将
来
の
健
康
や
発
達
面
で

リ
ス
ク
を
抱
え
る
お
子
さ
ん
が
一
定
数
存
在
す

る
こ
と
か
ら
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
が
重
要
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
費
用
の
助
成
は
現
時

点
で
は
考
え
て
い
な
い
が
、
今
後
調
査
、
研
究

し
て
い
き
た
い
。

新
市
長
の
政
治
姿
勢
と
基
本
方
針
に
つ
い
て

問　
世
襲
・
多
選
に
よ
る
弊
害
の
具
体
的
な
認

識
、
考
え
方
は
。

市
長　
私
を
支
援
す
る
確
認
団
体
の
チ
ラ
シ
に

記
載
が
あ
っ
た
こ
と
は
存
じ
て
い
る
。
世
襲
が

何
か
問
題
が
あ
る
と
の
理
解
は
な
い
。

問　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
に
向
け
た
決
意
は
。

市
長　
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
は
断
固
反
対
し
、
根

絶
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
い
く
。

問　
職
員
を
守
り
保
護
す
る
具
体
的
な
仕
組
み

を
ど
う
構
築
す
る
の
か
。

市
長　
条
例
や
指
針
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
既
に
構

築
さ
れ
て
い
る
。
引
き
続
き
こ
れ
ら
の
仕
組
み

の
下
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
根
絶
を
目
指
す
。

農
業
支
援
と
学
校
給
食
に
つ
い
て

問　
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
に
基
づ
く

国
の
支
援
、
交
付
金
な
ど
を
活
用
し
た
農
家
へ

の
支
援
の
考
え
は
。

建
設
産
業
部
長　
有
機
農
業
の
栽
培
技
術
の
習

得
支
援
か
ら
将
来
的
な
販
路
確
保
に
至
る
ま
で
、

関
係
機
関
や
農
業
者
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
な

が
ら
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

問　
無
農
薬
農
家
の
育
成
と
直
接
仕
入
れ
に
向

け
た
推
進
体
制
、
専
門
人
材
の
確
保
は
。

建
設
産
業
部
長　
生
産
技
術
の
指
導
や
販
路
開

拓
、
さ
ら
に
は
学
校
給
食
な
ど
の
地
産
地
消
と

も
連
携
し
た
需
要
創
出
に
向
け
、
専
門
人
材
の

確
保
、
育
成
に
努
め
て
い
く
。

地
元
業
者
の
育
成
と
受
注
機
会
の
確
保
に
つ
い
て

問　
基
本
姿
勢
と
発
注
運
用
の
継
続
性
は
。

総
務
部
長　
地
域
要
件
を
定
め
、
地
元
業
者
の

受
注
機
会
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問　
市
内
事
業
者
の
受
注
機
会
拡
大
に
向
け
た

考
え
方
は
。

総
務
部
長　
適
切
な
評
価
な
ど
に
よ
り
、
受
注

機
会
の
増
大
を
図
っ
て
い
く
。

問　
地
元
業
者
の
地
域
の
守
り
手
と
し
て
の
役

割
は
。

総
務
部
長　
災
害
発
生
時
の
迅
速
な
応
急
復
旧

活
動
な
ど
、
地
域
社
会
に
必
要
不
可
欠
な
役
割

を
担
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

公明党
近藤　みどり議員
一問一答方式

新政会
石田　良雄議員
一問一答方式
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不
法
投
棄
・
ヤ
ー
ド
・
金
属
盗
難
対
策

問　
市
内
の
不
法
投
棄
の
状
況
は
。

市
民
生
活
部
長　
通
報
・
処
理
件
数
は
令
和
5

年
度
36
件
、
6
年
度
39
件
、
7
年
度
45
件
。
主

に
建
築
廃
材
、
自
動
車
部
品
、
家
電
と
な
っ
て

い
る
。

問　
萱
津
橋
下
の
不
法
投
棄
の
対
応
状
況
は
。

環
境
衛
生
課
長　
S
N
S
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
状
況
を
確
認
し
た
上
で
、
我
々
も
現
場

を
確
認
し
、
速
や
か
に
県
の
海
部
建
設
事
務
所

に
情
報
提
供
し
た
。
そ
の
後
県
の
方
で
も
パ
ト

ロ
ー
ル
の
上
で
対
策
を
取
る
と
の
こ
と
。

問　
自
動
車
・
金
属
盗
難
の
認
知
件
数
は
。

市
長
公
室
長　
自
動
車
盗
は
令
和
5
年
度
16
件
、

6
年
度
14
件
、
7
年
度
16
件
。
金
属
盗
の
み
の

情
報
提
供
は
な
い
が
、
価
格
高
騰
で
増
加
傾
向

に
あ
る
。

問　
今
後
の
対
策
は
。

市
長
公
室
長　
広
報
あ
ま
や
市
公
式
L
I
N
E

な
ど
で
注
意
喚
起
し
、
津
島
警
察
署
と
の
定
例

会
議
で
連
携
を
強
化
す
る
。

問　
不
法
投
棄
・
ヤ
ー
ド
・
盗
難
は
関
連
す
る

問
題
で
あ
り
、
警
察
と
の
定
例
会
議
で
議
題
に

取
り
上
げ
て
は
。

危
機
管
理
課
長　
警
察
と
十
分
に
協
議
し
た
上

で
実
施
し
て
い
く
。

道
路
交
通
法
改
正
と
自
転
車
の
安
全
利
用

問　
令
和
8
年
4
月
の
道
路
交
通
法
改
正
後
、

市
内
の
自
転
車
事
故
の
状
況
は
。

建
設
産
業
部
長　
自
転
車
関
連
の
負
傷
者
数
は
、

令
和
8
年
4
月
で
10
名
。
前
年
同
月
の
5
名
と

比
較
し
て
5
名
増
加
。

問　
「
車
道
走
行
が
義
務
化
さ
れ
た
」
と
の
誤
解

で
子
供
や
高
齢
者
の
リ
ス
ク
が
高
ま
る
懸
念
が

あ
る
。
市
の
認
識
と
周
知
方
法
は
。

建
設
産
業
部
長　
新
た
に
車
道
走
行
を
義
務
化

し
た
も
の
で
は
な
く
、
13
歳
未
満
や
70
歳
以
上

な
ど
は
歩
道
通
行
が
可
能
。
広
報
あ
ま
や
市
公

式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
周
知
し
、
警
察
と
の
勉
強

会
を
準
備
中
。
市
公
式
L
I
N
E
・
S
N
S
や

警
察
作
成
の
啓
発
動
画
も
活
用
し
て
い
く
。

「
箱
物
行
政
」
批
判
の
真
偽
を
問
う

問　
旧
市
民
病
院
・
旧
3
町
庁
舎
・
旧
3
町
給

食
セ
ン
タ
ー
の
状
態
は
。

子
ど
も
健
康
・
総
務
・
教
育
部
長　
い
ず
れ
も

耐
用
年
数
を
超
過
か
超
過
寸
前
。
経
年
劣
化
で

空
調
・
給
排
水
・
電
気
・
防
災
設
備
な
ど
に
相

次
ぐ
故
障
。
旧
基
準
の
施
設
も
あ
り
、
耐
震
性

や
衛
生
面
か
ら
建
て
替
え
が
急
務
。

問　
建
て
替
え
の
財
源
と
し
て
、
補
助
金
や
合

併
推
進
債
な
ど
の
起
債
の
活
用
状
況
は
。

総
務
部
長　
補
助
金
や
地
方
交
付
税
措
置
の
あ

る
有
利
な
起
債
を
活
用
。
合
併
推
進
債
は
交
付

税
算
入
率
50
%
で
負
担
を
大
幅
に
抑
制
。
建
て

替
え
を
先
送
り
し
た
ら
約
55
億
円
の
交
付
税
措

置
が
受
け
ら
れ
ず
大
幅
な
負
担
増
。

問　
施
設
整
備
で
、
財
政
力
指
数
や
実
質
公
債

費
比
率
な
ど
の
財
政
指
標
は
悪
化
し
た
か
。

総
務
部
長　
主
要
財
政
指
標
の
大
幅
な
悪
化
は

な
い
。
財
政
力
指
数
は
徐
々
に
悪
化
し
て
い
る

が
施
設
整
備
の
た
め
で
な
く
、
生
活
保
護
費
や

高
齢
者
保
健
福
祉
費
な
ど
福
祉
や
子
育
て
分
野

の
需
要
額
が
年
々
増
加
の
た
め
。

問　
道
路
整
備
や
水
路
改
修
が
施
設
整
備
の
た

め
削
減
さ
れ
た
と
い
う
事
実
は
あ
る
か
。

総
務
部
長　
一
定
程
度
の
削
減
で
大
幅
削
減
は

な
い
。
扶
助
費
増
加
が
最
大
の
要
因
。

問　
市
長
選
で
「
箱
物
行
政
で
市
民
生
活
が
お

ろ
そ
か
に
な
っ
た
」
と
の
批
判
が
あ
る
が
。

市
長
公
室
長　
い
ず
れ
も
重
要
な
施
設
。
老
朽

化
で
再
整
備
は
避
け
て
通
れ
な
か
っ
た
。

問　
財
政
調
整
基
金
の
減
少
理
由
は
施
設
整
備

費
で
は
な
い
と
い
う
認
識
で
よ
い
か
。

総
務
部
長　
経
費
増
加
ほ
ど
税
収
や
交
付
税
が

伸
び
な
い
た
め
で
、
お
見
込
み
の
と
お
り
。

市民改革クラブ
美濃島　絢太議員
一問一答方式

志政会
横井　敏夫議員
一問一答方式

新庁舎
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一 般 質 問追跡

その後どうなった?
1年前に行われた一般質問の結果を報告します。

名護市・あま市　防災交流都市協定締結式 同報系防災行政無線屋外拡声スピーカー

質　問
沖縄県名護市との今後の都市間交流に
ついて市長の考えは。

こうなった
令和3年2月9日に締結した「大規模
災害時における相互応援協定」を発展
させる形で、令和7年7月29日に「防
災交流都市協定」を新たに締結した。
平時からの顔が見える交流を推進し、
災害時の相互応援を円滑にする。

質　問
同報系防災行政無線の平常時での運用
は。

こうなった
令和8年3月23日にあま市同報系防
災行政無線管理運用要綱を定め、同報
系防災行政無線の運用を開始した。地
震、風水害、大規模災害などの非常事
態に関する情報や緊急を要する情報の
ほか、平常時には正常な稼働を確認す
るための最小限の定期的な試験放送を
実施しており、災害時には情報をいち
早く収集し、市民の皆さまに必要な情
報を迅速かつ確実に伝達する体制を整
えている。
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6月定例会　議案等審議結果

6月定例会
議案番号 件名 結果

承認　第2号 専決処分の承認を求めることについて（あま市税条例の一部を改正する条例について） ○

承認　第3号 専決処分の承認を求めることについて（あま市国民健康保険税条例の一部を改正する条例に
ついて） ○

議案　第31号 あま市税条例の一部を改正する条例について ◎

議案　第32号 あま市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例等の一部を改正する条例
について ◎

議案　第33号 あま市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例
について ◎

議案　第34号 あま市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例について ◎

議案　第35号 あま市介護保険条例の一部を改正する条例について ◎

議案　第36号 令和8年度あま市一般会計補正予算（第2号） ○

議案　第37号 令和8年度あま市介護保険特別会計補正予算（第1号） ◎

議案　第38号 市道路線の廃止について ◎

議案　第39号 財産の取得について ◎

諮問　第1号 人権擁護委員候補者の推薦について（犬飼喜美江氏） ◎

請願　第1号 美和公民館の利用継続と地域のクラブ活動支援についての請願書 ◎

陳情　第1号 公立中学校における平和教育及び校外学習の政治的中立性と安全確保を求める陳情 ○

発議　第1号 八島堅志市長に対する問責決議について ○

■提出された議案と審議結果 【結果の表示記号】
◎全員賛成　○賛成多数　△賛成少数

当選議員の紹介
令和8年4月19日に執行された
市議会議員補欠選挙において、新見
尚美議員が当選されました。
任期は、令和8年4月19日から令
和9年4月30日までとなります。

●議席番号　8番

●会派　新政会

●所属委員会　総務文教委員会 新見　尚美　議員砥草文七宝花瓶（伝統工芸の七宝焼）
（6月定例会において議場に展示）
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※表示について　○：賛成　×：反対　－：議長は採決に加わりません。
※黄色網掛けは、討論を行った議員です。
※会派は届出順。会派名は以下のとおり表記しています。
日本共産党（日本共産党あま市議団）、公明党（公明党あま市議団）、新政会（同）、維新の会（維新の会あま市議団）、
市民改革クラブ（同）、志政会（同）、健政会（同）、無（無会派）

会派

日
本
共
産
党

公明党 新政会
維
新
の
会

市民改革
クラブ 志政会 健政会

無（
議
長
）

議案番号

野
中
　
幸
夫

近
藤
　
み
ど
り

足
立
　
詔
子

柏
原
　
功

山
本
　
雄
一

新
見
　
尚
美

石
田
　
良
雄

前
田
　
豊
光

毛
利
　
尚
義

美
濃
島
　
絢
太

松
下
　
昭
憲

江
波
　
圭
一

宮
崎
　
環

後
藤
　
哲
哉

森
　
耕
治

伊
藤
　
嘉
規

横
井
　
敏
夫

奥
田
　
哲
弘

後
藤
　
幸
正

林
　
正
彦

山
内
　
隆
久

承認　第2号 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

承認　第3号 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

議案　第36号 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

陳情　第1号 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

発議　第1号 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 －

【賛否の分かれた議案】※下記以外の案件は、全員賛成で可決

~これからのあま市の地域公共交通について~
　　　　市民意見交換会を開催します！
議員と一緒に未来の地域公共交通について語りましょう！

●日時　令和8年10月21日（水）午後1時から

●場所　あま市役所2階D会議室

※参加方法などの詳細については、市公式ウェブサイト・市公式LINEでお知らせします。

議会からの報告
ハラスメントを行なった議員を公表しました
令和8年1月16日付で本市職員よりハラスメントに関する申出があり、ハラスメント審査会において事実関係の
調査及び確認を行った結果、松下昭憲議員（市民改革クラブ）による当該職員に対するパワーハラスメント行為が確
認されたため、その旨を公表します。
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お聴かせください！！
広報広聴特別委員会に議会および市政に関する市民の皆さま
のご意見・ご提案などをお聴かせください。

詳しくは、市公式ウェブサイトをご覧ください。

※市の事業内容などで、回答が必要なお問い合わせについて
は、各担当課へお願いします。

表紙写真を募集します！！集募
「あま市議会だより」をさらに身近に感じていただき、親しまれる紙面となる
よう、市民の皆さまから表紙に掲載する写真を募集します。
詳しくは、市公式ウェブサイトをご覧ください。

■ケーブルテレビ「クローバーテレビ」生中継
　※デジタル111チャンネルにて放映しています。
（当日午後7時から再放送あり※再放送の日時は変更となる場合が
あります。）
■インターネット議会録画中継のページ
 （一般質問、議案質疑および最終日の採決の模様を録画配信しています。
開催日のおおむね10日後に会議の録画映像を配信しています。）
https://ama-city.stream.jfit.co.jp/

スマホ・タブレットでも議会放映を！！
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総合防災訓練（七宝北中学校グラウンド）

P2 6月定例会のあらまし
P3 市政を問う（18議員が一般質問）
P14 議案等審議結果
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